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小
野
友
五
郎
を
伝
え
て
ゆ
く
会
（
杉
田
捷
機
会
長
）
の
総
会
が

6
月
14
日
、
か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋
（
笠
間
市
）
で
開
か
れ

ま
し
た
。
会
員
25
人
が
出
席
。
令
和
5
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
、

本
年
度
の
事
業
、
予
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
3
回
目
と

な
る
市
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た
小
野

友
五
郎
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
新

た
に
咸
臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
=
4
ペ
ー
ジ
に

概
要
=
を
開
催
し
ま
す
。

　

総
会
の
後
、
当
会
顧
問
で
笠
間
市
文

化
財
保
護
審
議
会
長
の
南
秀
利
先
生
が

友
五
郎
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
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友
五
郎
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
に
見
入
る
来
館
者

友五郎　県立歴史館に登場友五郎　県立歴史館に登場
4－6月　企画展「歴史を紡いだ　茨城の先人」

　

茨
城
県
立
歴
史
館（
水
戸
市
緑
町
）で

4
月
27
日
か
ら
6
月
23
日
ま
で
開
館
50

周
年
記
念
企
画
展
﹁
歴
史
を
紡
い
だ  

茨

城
の
先
人
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
元

知
事
で
初
代
館
長
を
務
め
た
岩
上
二
郎

の
ほ
か
日
本
地
図
の
先
駆
者
長
久
保
赤

水
、
教
育
者
で
旧
制
水
戸
中
校
長
も
務

め
、
水
戸
学
研
究
に
尽
く
し
た
菊
池
謙

二
郎
、
そ
し
て
小
野
友
五
郎
の
4
人
の

足
跡
や
業
績
が
、
写
真
や
資
料
を
も
と

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

伝
え
て
ゆ
く
会
が
総
会  

南
先
生
講
話

　

友
五
郎
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
愛
用
し

た
天
球
儀
（
笠
間
稲
荷
神
社
所
蔵
）、
渡

米
の
際
に
撮
影
し
た
肖
像
、
編
集
に
携

わ
っ
た
測
量
技
術
書
﹁
量
地
図
説
﹂
の
ほ

か
、
伝
え
て
ゆ
く
会
所
有
の
咸
臨
丸
の

模
型
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
26
日
に
は
当
会
の
今
泉
寛
副
会

長
が
歴
史
館
講
堂
で
講
演
し
、
友
五
郎

の
足
跡
を
紹
介
。
会
場
は
1
3
0
人
の

聴
衆
で
ほ
ぼ
埋
ま
り
、
今
泉
副
会
長
の

話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

盛
況
だ
っ
た
今
泉
副
会
長
の

講
演
会
＝
5
月
26
日
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第３号

　
日
本
人
の
み
で
初
操
船

　

一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
三
月
、
友

五
郎
ら
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
一
期
生
は

訓
練
を
終
え
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
が
将

軍
に
献
上
し
た
幕
府
所
有
第
一
号
の
蒸

気
艦
観
光
丸
（
七
八
一
ト
ン
）
を
操
船

し
て
江
戸
に
戻
り
ま
す
。
日
本
人
の
み

で
蒸
気
船
を
操
作
し
航
海
し
た
の
は
こ

れ
が
最
初
で
し
た
。

　

伝
習
所
の
目
的
は
海
軍
強
化
と
オ
ラ

ン
ダ
に
発
注
し
た
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
（
咸

臨
丸
・
朝
陽
丸
）
の
基
幹
要
員
の
教
育

で
す
。
江
戸
に
戻
っ
た
友
五
郎
は
築
地

に
開
設
さ
れ
た
築
地
海
軍
操
練
所
の
教

授
方
に
な
り
ま
す
。
航
海
術
、蒸
気
学
、

造
船
学
、
西
洋
数
学
な
ど
を
担
当
す
る

8
人
の
教
授
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち

の
一
人
、
中
浜
万
次
郎
（
ジ
ョ
ン
万
次

郎
）
は
英
語
を
教
え
ま
し
た
。
生
徒
の

大
半
は
旗
本
、
御
家
人
の
子
弟
で
、
明

治
維
新
で
活
躍
し
た
者
も
多
く
お
り
ま

し
た
。

　

八
月
に
は
待
ち
望
ん
で
い
た
ス
ク

リ
ュ
ー
式
蒸
気
コ
ル

ベ
ッ
ト
艦
ヤ
ー
パ
ン

号
（
咸
臨
丸
）
が
長

崎
港
に
到
着
し
ま
し

た
。
乗
組
員
の
大
半

は
伝
習
所
二
期
生
の

教
師
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
士
官
な
ど
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
教

育
担
当
者
は
、
新
教

師
団
に
引
き
継
ぎ
を

行
い
、
九
月
一
六
日

に
オ
ラ
ン
ダ
商
船
ア

ン
ナ
・
デ
フ
ナ
号
で

帰
国
の
途
に
着
き
ま

し
た
。

　

翌
年
五
月
、
オ
ラ
ン
ダ
に
発
注
し
て

い
た
朝
陽
丸
の
引
き
渡
し
が
あ
り
、
八

月
に
は
英
国
女
王
か
ら
エ
ン
ペ
ラ
ー
号

が
寄
贈
さ
れ
、
こ
の
時
点
で
幕
府
は
四

隻
の
蒸
気
艦
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
咸
臨
丸
で
米
国
へ

　

そ
の
よ
う
な
中
、
日
米
修
好
通
商
条

約
の
調
印
の
た
め
、
批
准
書
交
換
の
使

節
団
が
米
国
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
外
国
奉
行
、
新
見
正
興
を
団
長
と

し
て
七
七
人
の
使
節

団
が
編
成
さ
れ
ま
し

た
。
一
行
は
米
海
軍

ポ
ー
ハ
タ
ン
号
に

乗
っ
て
、
一
八
六
〇

（
安
政
七
）
年
一
月

一
八
日
、
築
地
を
出

港
し
ま
す
。

　

こ
の
使
節
団
派
遣

で
、
幕
府
は
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
の
護
衛
と
幕

府
海
軍
の
実
地
訓
練

を
兼
ね
て
、
日
本
か

ら
咸
臨
丸
を
随
行
さ

せ
ま
す
。
咸
臨
丸
は

使
節
団
よ
り
一
足
早
く
一
月
一
三
日
に

品
川
を
出
て
、
横
浜
を
経
由
し
て
一
九

日
午
後
三
時
、
強
風
の
中
、
浦
賀
を
出

港
し
ま
し
た
。

　

日
本
船
初
の
太
平
洋
横
断
を
成
し
遂

げ
る
咸
臨
丸
に
は
、
木
村
摂
津
守
喜
毅

を
筆
頭
に
艦
長
の
勝
麟
太
郎
、
教
授
方

の
佐
々
倉
桐
太
郎（
浦
賀
奉
行
）、
浜
口

興
右
衛
門
、
測
量
方
の
小
野
友
五
郎
、

蒸
気
方
の
肥
田
浜
五
郎
、
通
弁
の
中
浜

万
次
郎
な
ど
日
本
人
九
六
人
と
米
国
海

軍
大
尉
ジ
ョ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
以
下
一
一

人
の
計
一
〇
七
人
が
乗
り
込
み
ま
し

た
。
乗
組
員
の
職
種
は
医
師
や
鼓
手
、

水
夫
、火
焚
、大
工
、鍛
冶
な
ど
で
し
た
。

　

積
み
荷
は
米
一
一
ト
ン
、
醤
油

四
一
四
リ
ッ
ト
ル
、
焼
酎
一
三
五
リ
ッ

ト
ル
、味
噌
六
樽
（
た
る
）、漬
物
六
樽
、

茶
三
〇
キ
ロ
、
砂
糖
七
樽
、
か
つ
お
節

一
五
〇
〇
本
、
梅
干
し
四
壺
（
つ
ぼ
）、

豚
二
匹
、
鶏
三
〇
羽
、
ア
ヒ
ル
二
〇
羽

に
上
り
、
そ
の
ほ
か
燃
料
の
石
炭
五
〇

ト
ン
、
灯
油
一
八
〇
リ
ッ
ト
ル
、
ろ
う

そ
く
一
〇
〇
〇
本
、
半
紙
七
〇
〇
枚
、

美
濃
紙
三
〇
〇
枚
、
茨
城
産
の
西
の
内

和
紙
三
〇
〇
枚
、炭
二
〇
〇
俵
、薪
（
ま

き
）
一
三
五
〇
束
な
ど
が
積
み
込
ま
れ

た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（

つ
づ
く
）

小
野
友
五
郎
伝

杉
田
　
捷
機 3

観光丸の復元船
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第３号

井
坂
　
幸
雄

　

数
え
で
25
歳
と
な
っ
た
天
保
12

（
1
8
4
1
）
年
、
小
野
友
五
郎
は
そ

の
高
い
能
力
と
人
柄
を
買
わ
れ
、
元
締

手
代
と
し
て
江
戸
詰
め
を
命
じ
ら
れ
ま

し
た
。
赴
任
地
と
な
っ
た
笠
間
藩
下
屋

敷
は
深
川
の
小
名
木
川
沿
い
に
あ
り
、

以
後
、
82
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
友
五

郎
は
主
に
深
川
や
日
本
橋
に
住
ま
い
を

構
え
、
そ
の
生
涯
を
江
戸
、
東
京
で
送

り
ま
し
た
。

　

笠
間
藩
の
下
屋
敷
は
現
在
の
江
東
区

北
砂
2
丁
目
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
嘉
永
期
の
古
地
図
を
見
る
と
、

当
該
地
に
は
牧
野
左
京
と
屋
敷
名
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
備
後
守
、
越
中
守
と

し
て
寺
社
奉
行
や
大
阪
城
代
を
務
め
た

笠
間
藩
の
8
代
藩
主
牧
野
貞
直
の
こ
と

で
す
。

　

現
在
の
小
名
木
川
沿
い
に
は
近
代
的

な
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
び
、

両
岸
に
は
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
散
歩

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
む
憩
い
の
場
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
笠
間
藩
下
屋
敷
が

あ
っ
た
付
近
に
は
大
き
な
病
院
な
ど
が

建
っ
て
い
ま
す
。

　

小
名
木
川
は
行
徳
（
千
葉
県
）
の
塩

を
江
戸
に
運
ぶ
た
め
、
徳
川
家
康
の
命

で
開
削
さ
れ
た
運
河
で
す
。
全
長

4
6
4
0
メ
ー
ト
ル
。
隅
田
川
と
旧
中

川
を
東
西
一
直
線
で
結
び
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
に
か
け
、
塩
ば
か
り
で
な
く

多
く
の
物
資
や
人
が
行
き
交
う
重
要
航

路
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
川
を
挟
ん

で
土
地
開
発
が
進
め
ら
れ
、
各
藩
の
下

屋
敷
な
ど
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

笠
間
藩
下
屋
敷
の
近
接
地
に
は
土
佐

藩
の
下
屋
敷
が
あ
り
、
友
五
郎
と
も
関

係
の
深
い
中
浜
万
次
郎
が
明
治
初
期
、

開
成
学
校
（
東
京
大
学
の
前
身
）
の
教

授
な
ど
を
務
め
な
が
ら
、
11
年
間
に
わ

た
り
こ
の
屋
敷
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
北
砂
小
学
校
と
な
っ
て
お
り
、

万
次
郎
宅
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
掲
示
が

あ
り
ま
す
。

　

出
世
を
遂
げ
た
友
五
郎
は
や
が
て
下

屋
敷
を
出
て
、
や
は
り
小
名
木
川
沿
い

の
八
右
衛
門
新
田
の
扇
橋
（
江
東
区
扇

橋
）
付
近
に
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
。
江

東
区
の
調
査
資
料
に
よ
る
と
、
近
く
の

海
辺
大
工
町
（
江
東
区
清
澄
、
白
河
付

近
）
に
も
屋
敷
地
を
得
て
お
り
、
こ
こ

で
借
家
経
営
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
、
と
み
て
い
ま
す
。
当
時
、
深
川
に

は
武
士
が
地
主
と
し
て
経
営
す
る
長
屋

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

深
川
・
日
本
橋
界
隈 

㊤

友
五
郎
の
足
跡
を
訪
ね
て

中浜万次郎宅跡の掲示＝北砂小学校

笠
間
藩
下
屋
敷
付
近
＝
江
東
区
北
砂

マンションが並ぶ小名木川扇橋付近
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第３号

石
崎
　
文
夫

　

清
水
次
郎
長
と
言
え
ば
、
江
戸
時
代

幕
末
の
東
海
道
一
の
大
侠
客
で
す
。
そ

の
次
郎
長
が
咸
臨
丸
と
繋
が
り
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
九
月

一
八
日
、
咸
臨
丸
は
江
戸
か
ら
奥
羽
へ

向
か
う
途
中

暴
風
雨
に
遭

い
、
下
田
港

を
経
て
修
理

の
た
め
清
水

港
へ
入
港
し

ま
し
た
が
、

新
政
府
軍
に
攻
撃
さ
れ
、
乗
組
員
は
切

り
殺
さ
れ
海
に
投
げ
落
と
さ
れ
ま
し

た
。港
内
は
腐
乱
死
体
で
異
臭
が
漂
い
、

ひ
ど
い
光
景
に
町
民
は
悩
ま
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
賊
軍
で
あ
る
咸
臨

丸
の
乗
組
員
（
死
体
）
に
触
れ
た
者
は

反
逆
者
と
し
て
処
罰
す
る
と
、
官
軍
の

高
札
が
立
っ
た
た
め
誰
も
手
を
出
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
清
水
次
郎
長
は
夜
中
に
一
家

で
遺
体
を
回
収
し
て
無
縁
墓
地
に
埋
葬

し
ま
し
た
。
9
月
末
頃
、
役
所
か
ら
出

頭
命
令
が
出
て
取
り
調
べ
を
受
け
た

際
、
遺
体
回
収
の
理
由
を
聞
か
れ
た
次

郎
長
は
﹁
人
は
死
ね
ば
皆
仏
、
仏
に
官

軍
も
賊
軍
も
な
い
﹂
と
厳
罰
を
恐
れ
る

こ
と
な
く
、
人
の
道
と
し
て
当
た
り
前

の
こ
と
を
し
た
だ
け
と
主
張
し
ま
し

た
。
後
に
こ
れ
を
聞
い
た
幕
臣
で
江
戸

城
無
血
開
城
の
立
役
者
で
あ
る
山
岡
鉄

舟
（
後
に
茨
城
県
初
代
知
事
）
は
深
く

感
銘
し
、
次
郎
長
が
造
っ
た
乗
組
員
の

お
墓
に
﹁
壮
士
墓
﹂
を
揮
毫
し
て
与
え

ま
し
た
。
そ
の
壮
士
墓
を
地
域
住
民
が

現
代
ま
で
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。

　

お
墓
は
、
次
郎
長
生
家
と
巴
川
を
挟

ん
で
対
岸
に
あ
り
、
東
海
道
随
一
の
名

刹
清
見
寺（
せ
い
け
ん
じ
）敷
地
内
に
は

﹁
食
人
之
食
者
死
人
之
事
﹂と
書
か
れ
た

咸
臨
丸
殉
難
者
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

咸
臨
丸
は
一
八
七
一
年
、
開
拓
民
を

乗
せ
て
航
海
中
に
北
海
道
木
古
内
町
の

サ
ラ
キ
岬
で
座
礁
し
沈
没
し
ま
し
た
。

咸
臨
丸
に
深
く
関
わ
っ
た
両
地
に
は
ぜ

ひ
訪
ね
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
当
会
事
務
局
長
）

　

小
野
友
五
郎
を
伝
え
て
ゆ
く
会
で

は
、
咸
臨
丸
子
孫
の
会
（
藤
本
増
夫
会

長
）と
共
催
で
10
月
に
笠
間
市
内
で﹁
咸

臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
﹂
を
開
催
し
よ
う
と
、

現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
船
と
し
て
初
め
て
太
平
洋
横
断

を
成
し
遂
げ
た
咸
臨
丸
は
、
艦
長
の
勝

海
舟
を
は
じ
め
小
野
友
五
郎
、
福
沢
諭

吉
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
な
ど
日
本
の
近
代

化
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
人
材
が
乗
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
作

家
の
鳴
海
風
さ
ん
の
基
調
講
演
、
咸
臨

丸
乗
組
員
の
子
孫
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
計
画
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、

笠
間
市
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
笠

間
稲
荷
神
社
を
会
場
に
、
楽
し
く
意
義

あ
る
サ
ミ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
、
杉
田
会

長
を
先
頭
に
役
員
、
事
務
局
で
計
画
の

具
体
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
開
催
が
正
式
に
確
定
す
れ

ば
、
会
員
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

歴
史
を
紡
い
で
い
く
に
は
記
録
と
共

に
語
り
部
が
必
要
で
す
。
笠
間
の
小
野

友
五
郎
に
と
っ
て
、
今
そ
の
両
輪
と
な
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
当
会
顧
問
の
南

秀
利
先
生
と
副
会
長
の
今
泉
寛
先
生
で

す
。
南
先
生
は
当
会
総
会
の
ほ
か
2
月

に
笠
間
ふ
れ
あ
い
大
学
、
6
月
に
は
国

会
議
員
の
勉
強
会
に
招
か
れ
友
五
郎
に

関
し
て
東
京
で
講
演
。
今
泉
先
生
は
5

月
の
歴
史
館
に
続
い
て
、
7
月
に
は
井

筒
屋
で
講
演
し
ま
す
。﹁
友
五
郎
褒
賞
﹂

を
贈
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。（
井
）

咸
臨
丸
事
件
と

　
　
　
　清
水
次
郎
長

編

集

後

記

会 員 募 集 中
　本会の趣旨にご賛同くださいま
す個人、法人及び団体の皆様のご
入会をお待ちしています。
　下記アドレスまたは
QRコードより、ホーム
ページ「入会のご案内」
をご覧ください。
https://tomogorou.com

清
水
次
郎
長

事
務
局
だ
よ
り


